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１　●もし命の残り時間があとわずかだとわかったらどうだろう。

２　●病にむしばまれた筆者はどんな気持ちで苦しみと闘っていたのだろう。


３　●「死ねば全てが無に帰する訳ではない」という言葉には、筆者
のどんな思いがこめられているのだろう。

４　●目前に迫った死を自覚する筆者にあなたは何を感じますか。

５　●「あたりまえ」の詩から、筆者が私たちに伝えたかったことは何だろう。

６　●きょうの道徳の時間を通し、感じたこと考えたことをまとめてみよう。
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